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はじめに
　近年，日本の社会では超少子化，核家族化の中で，家
庭内での人間関係が希薄となり，母親の孤立感は高まっ
ている．母親の孤立感は育児不安や育児ストレスを高
め，母親の深刻な精神的問題を引き起こし，子どもへの
虐待など，不適切な育児行動を助長することが多く報告
されている1）～4）.
　選択理論の提唱者であるグラッサー（William 
Glasser,1925-2013）は，ストレスなどの心理的な悩みを
抱えている人は，家族などの重要他者との関係がうまく
築けず，人間が本来もっている基本的欲求「愛・所属の
欲求，力の欲求，楽しみの欲求，自由の欲求，生存の欲
求（表）」が満たされていないことが原因であると報告
している5）．そこで，わが国における母親の子育て環境
および子育て支援について概観するとともに，選択理論
による子育て支援の可能性について考察する．
表　グラッサーの 5つの基本的欲求
心
「愛・所属」の欲求 愛し愛されたい、仲間の一員でいたい
「力（承認）」の欲求 認められたい、達成したい、人の役に立ちたい
「自由」の欲求 自分のことは自分で決めたい、強制されたくない
「楽しみ」の欲求 自分の好むことをしたい、楽しみたい
体 「生存」の欲求 食べたい、寝たい、休みたい
出典：柿谷正期，井上千代（2011）選択理論を学校に，ほん
の森出版，p.14
1 ．母親の子育て環境
　近年，わが国では超少子高齢化社会に突入し，2008（平
成20）年をピークに人口減少社会となっている．すなわ
ち，1990年代に入り，バブル崩壊後，長引く厳しい経済
情勢や雇用状況は若者の結婚，出産，子育てといったラ
イフイベントに影響を及ぼし，所得の減少や不安定な雇
用の増加が未婚率の上昇や晩婚化，出生数の減少に繋
がっている6）．
　子どもを取り巻く環境において，2015（平成27）年の
国民生活基礎調査によれば，世帯総数は5036万 1 千世帯
であり，「三世代世帯」は326万 4 千世帯（全体の6.5％）
で，1990年代以降，減少傾向にある．「夫婦と未婚の子
のみの世帯」は1482万世帯（同29.4％）で最も多く，次
いで「単独世帯」が1351万 7 千世帯（同26.8％），「夫婦
のみの世帯」が1187万 2 千世帯（同23.6％）であり，子
どものいない世帯は，全体の約半数を占めている7）．ま
た「ひとり親と未婚の子のみの世帯」は，362万 4 千世
帯（同7.2％）と漸増し7），社会の中で頼れる人がなく，
孤立している人たちの個族化が進んでいる．このよう
に，少子化，核家族の進行とともに，地域との繋がりの
希薄化は母親たちを孤立させ，家庭・地域での養育力の
低下を及ぼしていると言える．
　特に2015（平成27）年度の児童相談所での児童虐待相
談対応件数は過去最多の103,260件であった．相談件数
で最も多かったのは，心理的虐待で児童が同居する家庭
における配偶者に対する暴力が要因であった8）．次いで
身体的虐待である．悲しくも，その加害者の 5割が実の
母親であり，死亡に至るような事件性に発展するケース
も少なくない．家庭崩壊とも言うべき，このような母親
の状況は子どもたちの生命をも揺るがし，生活の保障が
保たれない状況にある．
2 ．子育て支援政策の潮流
　1990（平成 2）年の「1.57ショック」を契機に1994（平
成 6）年12月，文部，厚生，労働，建設の 4大臣合意に
より「今後の子育て支援のための施策の基本的方向につ
いて（エンゼルプラン）」をはじめ，様々な施策が策定
されたが，2005（平成17）年の合計特殊出生率は1.26，
出生数106万2530人と，いずれも過去最低を記録した9）．
この予想以上の少子化の進行に対処するため，2006（平
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成18）年 6月，「新しい少子化対策について」が決定され，
翌年2007（平成19）年12月には，就労と出産・子育ての
二者択一構造を解決するために，「働き方の見直しによ
る仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現」
とともに，その社会的基盤となる「包括的な次世代育成
支援の枠組の構築」を「車の両輪」として同時並行的に
取り組む「『子どもと家族を応援する日本』重点戦略」
が策定された．それとともに，家庭における子育てを包
括的に支援することを目指し，2008（平成20）年に「新
待機児童ゼロ作戦」が発表された．さらに，2010（平成
22）年 1月には「子ども・子育てビジョン」が閣議決定
された．これまでの少子化対策から子ども・子育て支援
へと重点を移し，社会全体で子育てを支えるとともに，
生活と仕事と子育ての調和を目指し，総合的な子育て支
援を推進しようとするものである．
　このように，エンゼルプラン策定から約20年が経過し
ようとしている現在，子育て環境の整備や充実に向けて
積極的に様々な施策が推進されてきたが，依然として少
子化に歯止めがかからない状況にある．
　2013（平成25）年 4月には，都市部における待機児童
の問題が深刻になり，「待機児童解消加速化プラン」が
新たに策定されたが，今後，女性の就労が更に進むこと
が大いに予見され，待機児童解消が喫緊の対策として取
り組まれている．その一環として，2015（平成27）年 4
月には，子ども・子育て支援新制度が施行され，2016年
（平成28）年には，子ども・子育て支援法が改正された．
　しかし，子育てにおいて母親たちが抱えているのは就
労の問題だけではない．核家族化による家庭内での子育
ての機能低下や家庭内での人間関係の希薄化が母親の育
児ストレスや育児不安などの精神的問題を拡張させてい
る．政府は「家族の日」「家族の週間」などを制定し，家族・
地域の絆の再生や社会全体の意識改革を図ることを目指
したが，依然として児童虐待は減少せず，家庭内での人
間関係の希薄化による子どもへの影響も深刻である．
3 ．家庭内での人間関係の希薄化による子どもへの影響
　近年の少子化と核家族化の進行に伴い，家庭内での人
間関係も希薄になっている．家族の形態も三世代世帯家
族であったり，ひとり親家庭で母親の両親と同居してい
る家族であったり，母親のみのひとり親家庭であったり
と多様化している． 
　従来の家族というのは，家長と言われる父親がいて，
家族内での統制をとり，子どものしつけにおいても家族
関係の調和を保っていた．そして，自己主張をあまりし
ないことが美徳とされ，集団主義が支配的であった10）．
しかし，今日，個人の価値観が優先されることによって，
父親による家庭内での統制は難しくなってきている．家
族成員の個人それぞれの主張，意思，判断によって選択
的に行動を起こすことは，家庭内での統制の維持困難と
ともに，家族の結束力の脆弱化にも繋がっている．従来
の集団主義下にあった家族構造は，家庭内の個人の価値
観が優先されることから個人主義へと移行している．
個々人の選択的な行動は能動的で主体的な行動を生む
が，行きすぎると自己中心性を生み，家庭内での人間関
係の調和が難しく，希薄化の誘因ともなり，家庭内の人
間関係は崩壊にまで至り，児童虐待，ドメスティックバ
イオレンスなどの家庭内病理を発生させかねない．
　病理的な状況に至らずとも，親の自己中心的な生活行
動は，少なからず幼い子どもに影響している．例えば，
親が幼い子どもを深夜23時頃にファミリーレストランに
連れて行き，睡眠を阻害している場合がある．このよう
に，親が子どもの健康への被害を理解していないことは
大きな課題であるが，親の思考，価値観によって子ども
の生活は大きく影響を受け，健全な生活が保障されてい
ない状況がある．そうした自己中心性が高い親が存在す
る家庭では人間関係は希薄化し，子どもの育ちに良い影
響を与えているとは言い難い．幼い子どもは，まず家庭
での人間関係から社会性を学ぶのである．
　乳幼児期においては，養育者である母親との関係は愛
着形成を育む重要な契機であることがすでに周知されて
いる11）．ゆえに母親の拒否的な養育態度が子どものソー
シャルスキルの獲得を低くし12），罪や脅しを用いて社会
的行動をとらせようとする養育態度は子どもに恐怖心や
怒りを引き起こし，向社会的行動を育てない13）．また「自
己中心的で相手に不快感を与える情動表現スタイル」の
母親の子どもにおいては否定的情動が生じやすく，自己
コントロール力は発達しないという14）．逆に，幼児期で
の養育が暖かいと，学童期の子どもの向社会性を高め15），母
親の受容的態度が子どもの根気我慢と情動抑制を高める16）．
　以上のことから，乳幼児期における母親との温もりの
ある良好な人間関係は，子どもの育ちの中で，対人関係
能力を高め，社会性を育む重要な要因であることが分か
る．
　そこで，良好な人間関係を重要視しているグラッサー
の選択理論を用いた子育てのあり方をもとに，養育を必
要とする子どもと母親との望ましい関係構築に向けた支
援の示唆を得るための足がかりを探っていきたい．
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4 ．選択理論からみる子育て支援への糸口
　選択理論は，認知行動療法の一環でもある現実療法か
ら始まった「リアリティセラピー（Reality Therapy）」
というカウセリング領域で主に用いられている．選択理
論とは，人の行動を脳の働き方から説明した心理学であ
り，「人の行動は外側の刺激による反応ではなく，内側
から動機づけられて行動を選択している」と考えられて
いる5）．つまり，人は自らの「願望」によって，その願
望をかなえるために「思考」をめぐらせ，「行為」を起
こすのである．それを選択理論では「内的コントロー
ル」と言う5）．逆に，他者からの働きかけでその人が変
化したならば，その人自身が内側から動機づけられ行動
を起こしたのではなく，外側の刺激に反応をしただけで
あり，それを俗に「外的コントロール」と言う5）．選択
理論では，「人は人を変えることはできず，変えられる
のは自分の思考と行為のみである」ことを信条としてい
る5）．
　ところで，家庭内での人間関係は乳幼児期の子どもに
とって重要な経験になる．人の成長発達は生涯にわたっ
て継続され，子ども時代に受けた教育や経験がその子ど
もの成長発達に深く影響し，感化されることは言うまで
もない．その重要な乳幼児期に，良好な人間関係の中で
あらゆる経験をすることが望ましいが，幼い子どもが多
くの時間を共にし，親密性が高く,感化されることの多
いのは，一般的に養育者である母親である．近年の育児
不安に関する研究から，若い母親が子育てにおいて，
様々な悩みや不安をもち，子どもと接することに様々な
ストレスを感じていることも多く報告されている17）．
　グラッサーによれば，「ストレスなどの心理的な問題
や悩みを抱えている人は，人間が本来もっている基本的
欲求が満たされず，家族などの重要他者との人間関係
がうまく築けていない」という5）．また，彼は良好な人
間関係を構築するためには，「他者の欲求充足の邪魔を
せず，自らの欲求を自らで充足すること」を重視してい
る18）．つまり，他者を外的にコントロールするのではな
く，自らを内的にコントロールすることによって，自ら
の欲求充足をはかることを重要視しているのである．そ
れは，自らの行動を自らで選択し，行動変容を生むこと
である．
　母親がこの点を重要視できれば，子どもへの関わりは
自己中心的なものでなく，子どもの思いや心に寄り添っ
たものになり，程良い距離感の中で，良好な関係が構築
できる．そして，母親も自らの欲求が満たされることに
よって自分自身を大切にし，子ども自身の欲求充足のあ
り方をも大切にした子育てをすることができるのであ
る．そうすれば，母親の育児ストレスは軽減され，母親
のメンタルヘルスの維持が期待でき，児童虐待の軽減に
も繋がるであろう．
　さらに，健常児の母親よりも育児ストレスが強い発
達障害児をもつ母親19）の子育て支援の示唆にも繋が
り，主に発達障害児の中でも，コミュニケーション
等が困難な自閉症スペクトラム児（Autism Spectrum 
Disorder:ASD，以下ASD児）をもつ母親20）への支援の
示唆にも繋がるのではないかと考える．藤井21）はASD
児をもつ母親が快適に生活し，自分らしく生けていくた
めには，基本的欲求を満たすことが不可欠であり，その
中でも「愛・所属の欲求」が重要であることを報告して
いる．
　しかしながら，これまでの先行研究において，母親の
基本的欲求と内的コントロール，育児ストレスとの関連
についての研究は見られない．そこで，今後は養育が必
要な子どもをもつ母親の基本的欲求と内的コントロー
ル，育児ストレスの関連を明らかにし，健やかで温もり
のある良好な親子関係を構築するための子育て支援への
一助にしたい．
おわりに
　近年の家庭での養育力の低下は，家庭での人間関係の
希薄化にあり，母親の育児ストレスの大きな誘因となっ
ている．そのストレスの誘因となる要は基本的欲求の未
充足にあり，母親が自ら基本的欲求を満たしていける内
的コントロール力を養うことが重要である．
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